
返還で　共に未来を　開く知恵

今月の表紙
根室駅前に黄色いポスト
　10月15日、JR根室駅の入口横に北海道内で
は初となる黄色いポストが設置されました。この黄
色いポストは、ほかにも全国13カ所に設置されて
いて、インスタ映えスポットとしても注目を浴びてい
ます。この日も、スマートフォンを持った観光客が
早速、黄色いポストを撮影していました。
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地域内経済循環を考える特集
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地
域
内
経
済
循
環
を
考
え
る

問
合
先　

市
商
工
観
光
課
商
工
労
政
担
当
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３
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内
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７
２

金
は
天
下
の
回
り
も
の

地
域
内
経
済
循
環
っ
て
な
に
？

出
て
い
く
お
金
と
残
る
お
金

特 集

ねむろポイントカード 利用しませんか？

　
み
な
さ
ん
は
「
地
域
内
経
済
循
環
」
と
い
う
こ
と
ば
を
ご
存
じ
で
す
か
？
市
外
で
の
買
い
物
や
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
に
よ
り
、
本
来
、
市
内
で
循
環
す
る
は
ず
だ
っ
た
お
金
が
市
外
に
流
出
し
て
い

ま
す
。
今
月
は
、
地
域
で
お
金
を
回
す
こ
と
で
、
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
「
地
域
内
経
済
循
環
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

　
「
金
は
天
下
の
回
り
も
の
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
よ
う

に
、
お
金
は
世
の
中
を
回
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
お
金
の
回

り
が
よ
く
な
る
こ
と
で
、
経
済
が
活
性
化
し
、
景
気
も
良
く

な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
経
済
理
論
で
す
。
し
か
し
、
現

在
の
日
本
経
済
に
目
を
向
け
る
と
、
先
行
き
の
不
安
感
な
ど

か
ら
皆
が
お
金
を
使
わ
ず
、
消
費
が
活
性
化
し
な
い
こ
と
に

よ
り
、大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、

日
本
経
済
だ
け
で
は
な
く
、
根
室
の
地
域
経
済
に
も
同
じ
こ

と
が
い
え
る
の
で
す
。

　

市
が
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
根
室
市
経
済
実
態
調
査
に

よ
る
と
根
室
市
で
は
、基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
を
中
心
に
、

他
地
域
に
多
く
の
商
品
を
販
売
し
、
約
７
１
０
億
円
の
輸
移

出
額
が
あ
る
一
方
で
、市
内
で
不
足
す
る
産
業
や
商
品
、サ
ー

ビ
ス
を
他
地
域
か
ら
購
入
し
て
い
て
、
輸
移
入
額
は
約
８
６

３
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
内
全
体
の
収
支
で
考
え
る

と
約
１
５
４
億
円
の
お
金
が
、
市
外
に
流
出
し
て
い
る
と
い

う
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
消
費
や
企
業
の
投
資
と
い
っ
た
市
内
需
要

で
年
間
１
，
８
６
５
億
円
の
お
金
が
使
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
市
内
で
生
産
さ
れ
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

が
使
わ
れ
る
の
は
１
，
０
０
２
億
円
で
自
給
率
は
53
．
７
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
の
消
費
が
増
え
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
自
給
率
が
上
が
り
、
市
内
で
循
環
す
る
お
金
が
増
え
る

こ
と
に
な
り
、「
地
域
内
経
済
循
環
」
の
推
進
は
根
室
市
の

経
済
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
地
域
内
経
済
循
環
」
と
は
、
市
民
や
企
業
が
消
費
や
原

材
料
の
調
達
を
行
う
と
き
に
、
で
き
る
限
り
市
内
地
域
の
資

源
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
経
済
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
の

取
り
組
み
で
す
。
観
光
や
物
品
販
売
な
ど
で
お
金
を
稼
い
だ

と
し
て
も
、
そ
の
お
金
が
す
ぐ
に
市
外
に
出
て
行
っ
て
し
ま

え
ば
、
地
域
は
い
っ
こ
う
に
豊
か
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
、
根
室
市
で
は
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指

し
「
地
域
内
経
済
循
環
」
を
推
進
し
て
い
る
の
で
す
。

市内加盟店で使える

ポイントゲット！！
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地
域
内
で
お
金
を
回
す
こ
と
の
大
切
さ

地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に

　平成29年 11月より、根室市商店連合会ねむろポイントカード会では、商店街および商店
の活性化などを目的に「ねむろポイントカード」事業を実施しています。
　根室市内の加盟店において買い物をしたり、サービスの提供を受けることで、１ポイントあた
り１円として利用することのできる「お買い物ポイント」が付与されるカードを発行するものです。
　根室市においても、市が実施する各種事業への参加や行政サービスを利用することで同様
に利用できる「行政ポイント」を付与しています。

ねむろポイントカード 利用しませんか？

　

地
元
食
材
を
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国
に
売
り
込
ん
だ
り
、
観
光
客

な
ど
を
呼
び
込
み
、
交
流
人
口
を
増
や
す
な
ど
、
地
域
経
済

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
外
貨
を
稼
ぐ
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
稼

い
だ
外
貨
を
地
域
内
で
ど
の
よ
う
に
使
う
か
と
い
う
こ
と

は
、
外
貨
を
獲
得
す
る
以
上
に
重
要
な
こ
と
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
市
内
の
事
業
者
が
商
品
を
売
り
、
市
外
か
ら
外

貨
を
稼
い
だ
と
し
て
も
、
市
外
業
者
か
ら
の
仕
入
れ
を
す
る

と
、
せ
っ
か
く
稼
い
だ
外
貨
が
す
ぐ
に
地
域
の
外
へ
出
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
し
、市
内
事
業
者
か
ら
仕
入
れ
を
す
れ
ば
、

そ
の
時
点
で
経
済
効
果
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
地
元
の
商
店
は

そ
の
売
り
上
げ
を
従
業
員
の
給
料
や
、
商
品
の
仕
入
れ
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
各
所
で
経
済
活
動
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
稼
い
だ
外
貨
の
何
倍
も
の
経
済
効
果
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
に
愛
着
を
持
ち
、「
地
元
の
お

店
で
も
の
を
買
う
」、「
地
元
で
作
ら
れ
た
も
の
を
買
う
」
と

い
う
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
地
域
産
品
の
生
産
が
拡
大
し
、
関
連

産
業
の
生
産
拡
大
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
生
産
者
や
流
通

販
売
業
者
、
さ
ら
に
は
従
業
員
な
ど
の
収
益
、
新
た
な
雇
用

も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、蓄
積
さ
れ
た
余
剰
金
や
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
れ
、

行
政
か
ら
の
補
助
金
な
ど
を
も
と
に
、
既
存
の
生
産
者
や
流

通
販
売
業
者
に
加
え
、
意
欲
的
な
起
業
家
が
既
存
産
業
の
事

業
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
新
事
業
の
展

開
あ
る
い
は
新
事
業
の
創
出
な
ど
、

市
内
で
新
た
に
投
資
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

再
び
市
内
の
関
連
産
業
の
生
産
や

地
元
雇
用
を
拡
大
し
、
生
産
者
や
流

通
販
売
業
者
、
従
業
員
の
収
入
や
貯

蓄
を
増
や
し
、
市
内
で
の
新
規
投
資

を
誘
発
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ

う
な
「
地
域
内
経
済
循
環
」
が
形
成

さ
れ
れ
ば
、
地
域
経
済
の
持
続
的
な

発
展
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
、
地
域

経
済
が
活
性
化
し
て
い
く
の
で
す
。

お買物額の

１％を

必ず還元

STEP STEP STEP
ポイントカード事務局や

一部加盟店で「無料」で発行 市事業への参加や市内加盟店でのお買い物で
市内加盟店で使える

ポイントゲット！！１ ２ ３

生鮮魚介・
水産加工品

観光客による
消費

生　乳

地 域 内

地域外から
お金を稼ぐ

稼いだお金を
地域内で使うこと
でまちが豊かに

もの・
サービス

もの・
サービス

お 金

お 金

地 域 外
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地
域
内
経
済
循
環 

を

   
　
漫
画 

で 

学 

ぼ 

う

　
今
月
号
の
特
集
は
「
地
域
内
経
済
循
環
を
考

え
る
」
と
し
て
、「
地
域
内
経
済
循
環
」
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
地
域
の
中
で
お
金
を
回
す
こ
と
は
地
域
経
済

の
た
め
に
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
地
域

内
経
済
循
環
」
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
の
中
小
企
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
調
査
・
審
議
す

る
根
室
市
中
小
企
業
振
興
審
議
会
で
「
多
く
の
皆
様
に
　

『
地
域
内
経
済
循
環
』
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
」と
の
意
見
が
あ
り
漫
画
を
制
作
し
ま
し
た
。

　
趣
味
で
漫
画
を
書
い
て
い
る
と
い
う
市
内
在
住
の
駒

澤
葵
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
制
作
し
た
も
の
で
、

今
月
号
の
広
報
ね
む
ろ
に
折
り
込
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

あらすじ

登場人物

相
あいかわ

川 一
か ず き

輝

結
ゆ い

衣の父

神
かんざき

崎 結
ゆ い

衣

　高校二年生の相川一輝は幼馴染の神崎結衣の父が営むカ

フェに行くのが好きな普通の男の子。

　ある日、一輝は大手コーヒーチェーン店にお客さんが流

れてカフェの経営が厳しくなるという夢を見ます。夢で良

かったと安心する一輝たちに結衣の父は夢だけでなく現実

にも起こりうることだと教えます。

　はたしてカフェや地域の経済を守るために一輝と結衣が

できることとは…そして二人のこれからの関係はどうなる

のか…

高校２年生。結衣とは幼馴染。
結衣の父が営むカフェによく遊び
に行く。

高校２年生。一輝とは幼馴染。
父が営むカフェをよく手伝って
いる。

地元でカフェを営んでいる。
最近悩み事があるみたいだが…

漫画制作者の紹介

駒
こまざわ

澤 葵
あおい

 さん
　根室市生まれ根室市育ち。高校卒業
後、落石漁業協同組合に就職。絵を描
くのは子どものころからの趣味で、現
在も時間を見つけては制作している。
　根室の自然が好きで、休日はアウト
ドア派。おすすめ景色は「落石海岸」
　

漫画というよりは絵
を描くのが好きで、子
供の頃からいつも絵
を描いていました

こ の 漫 画 を 見 て、
少しでも域内循環に
ついて考えてもらえ
たらうれしいです

コマ割りや、人物の
表情、顔の角度など、
漫画ならではの難し
さがありました

漫画を書く
ようになった
きっかけを

教えてください

今回の作品で
苦労した

ところは？？

市民のみなさん
へ何か一言
お願いします

野焼きは禁止されています。	
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　家庭や事業所から排出される廃棄物（家庭ごみ・粗大ごみなど全て）を野焼き

することは、法律で禁止されています。

　もし、罰則を受けた場合、５年以下の懲役もしくは１千万円（法人は３億円）
以下の罰金またはその両方が課せられます。（不法投棄と同じ罰則です）

～廃棄物処理法抜粋～
第十六条の二　何

なんびと

人も（中略）廃棄物を焼却してはいけない。

　ごみを燃やすと、煙や悪臭で近隣の生活環境に悪影響を及ぼしたり、
人体に有害な物質（ダイオキシンなど）が発生することもあります。

環境汚染

野焼きによって起こりうる問題

　野焼きにより火が燃え広がり家が全焼するという最悪の事故も日本では
起きています。
　たとえそれが少量の火でも、火の粉から火事につながる恐れがあります。

！

火事の原因に

北海道内における過去３年間の
廃棄物事件による検挙状況

廃棄物事件の地区別
検挙状況（平成 30 年中）

■ 一般廃棄物 ■ 産業廃棄物

52

280300

200

100

平成 28 年 29 年 30 年

45

229

54

272

函館方面
35 件

札幌方面
157 件

旭川方面
54 件 北見方面

23 件

釧路方面
63 件

※北海道警察ホームページより抜粋
検挙状況は不法投棄や焼却禁止違反です。

北海道での検挙状況

問合先　市市民環境課環境衛生担当　☎（23）6111番　内線 2127

野焼きは禁止されています。	
ごみの	
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10/6　姉妹都市スポーツ交歓会

根室と黒部をつなぐ一球

　一試合目は両チーム一歩も譲らぬ熱戦となり、ホームランも飛び出すなか、６対７で根室市が勝利。続く二試合
目は甲子園経験者３人を擁する黒部市が本領を発揮し、根室市を圧倒。７対０で勝利しました。真剣勝負を終えた
選手たちは互いの健闘を称え合うように固い握手を交わしました。
　その日の夜には商工会館で歓迎レセプションが開催され、選手団のほか各スポーツ団体関係者など約１００人が
参加し、根室の水産物や地酒で交歓団を歓迎しました。レセプションは選手団の紹介や交歓会での個人成績発表で
盛り上がり、両市の友好を深めるものとなりました。

　根室市と黒部市は１９７６年の姉妹
都市提携以来、お互いにスポーツや文
化などで交流を深めています。３６回
目となる今年のスポーツ交歓は黒部市
の選抜チームを迎えた「野球」で対決
しました。

不漁を乗り越え今年も開催
9/21-22　第 27 回根室さんま祭り

　根室市を代表する味覚イベント「さんま祭り」が開
催され、道内外から観光客など１万６，５００人が来
場しました。記録的なサンマの不漁で、開催も危ぶま
れた今年のさんま祭り。恒例のサンマのつかみ取りや
サンマ箱売りの当日販売が中止になるなど、規模を縮
小しての開催となりましたが、会場にはサンマの炭火
焼きを楽しむ人や、ステージショーを楽しむ人が多く
訪れ、いつもどおりの賑わいをみせていました。

Town News

小学生が最新林業を見学
10/15・17　森林施業現場見学会

　市内で林業を営む有限会社イシグロ様に協力をいた
だき、市内の小学生を対象に、林業の現場見学会を開
催しました。参加した児童たちは、造林事業について
の説明を受けた後、伐採から決められた長さへの玉切
りまでを１台でこなすことができる高性能機械「ハー
ベスタ」による間伐作業を見学しました。すごい速さ
で伐採された木が丸太になっていく様子に、子どもた
ちは驚きの表情を見せていました。
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　普段はなかなか触れることのない生きた魚に触れる
ことで、子どもたちに根室の基幹産業である水産業の
ことを知ってもらう出前授業がつくし幼稚園で行われ
ました。参加した園児たちは、クイズをしたり、この
日水揚げされたばかりの秋サケやタコに実際に触るな
どしながら、根室で獲れる魚について学びました。初
めて生きた魚に触れたという園児は「ヌルヌルしてい
て面白かった」と笑顔で話していました。

完成前の根室道路でウォーキングを楽しむ
10/20　根室道路「ウォーキング＆お絵かき」

　今年度中の開通を目指し、工事が進む高規格道路「根
室道路」で開通前にウォーキングやお絵かきを楽しむ
イベントを開催し、約２４０人に参加いただきました。
参加者は目の前に広がるオホーツク海を眺めながら、
開通後は立ち入ることが出来なくなる広い道路の上を
歩くという非日常的な体験を楽しみ、最後は、舗装前
の道路に幼稚園児たちが描いた絵を囲み、全員で記念
撮影をしてイベントを締めくくりました。

おさかなたちに触れよう！学ぼう！
10/7　根室つくし幼稚園出前授業

千島歯舞諸島居住者連盟根室支部後継者

「かけはしの会」

元島民の思いを次代につなぐ

　千島歯舞諸島居住者連盟（千島連盟）は、北方領土

の元居住者とその後継者で組織された公益法人で、現

在も北方領土問題解決に向け、活動しています。しか

しながら、これまで北方領土返還要求運動をけん引し

てきた元島民の平均年齢は８４歳を超え、今後の運動

を担う後継者の育成が急務となっています。

　そうした背景から「かけはしの会」は、平成１３年

に千島連盟根室支部青年部として発足し、平成２５年

に名称を現在の千島連盟根室支部後継者「かけはしの

会」に改めました。この名称には、北方領土返還要求

運動を次代へつなぐ「かけはし」と、本土と北方領土

の明るい未来へ向けての「かけはし」となる決意が込

められています。

　現在の会員数は８９人。最近は若い会員も増えてき

ており、最年少会員は１９歳です。北方領土の各種大

会での啓発活動をはじめ、元島民と二世、三世が交流

する「三世代交流会」や、「北方領土問題地域学習会」

などを開催し、元島民の子孫として返還運動を継承す

るため熱心に取り組んでいます。入会については、元

島民の後継者だけではなく、賛助会員としての入会も

可能で「かけはしの会」では、若い世代にもっと返還

運動に携わってもらいたいと更なる参加を呼び掛けて

います。

☆問合せは千島会館（☎ 23-5128）まで
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就
学
援
助
・
新
入
学
学
用
品

費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

　
根
室
市
で
は
、
経
済
的
に
就
学
が

困
難
な
家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費
な

ど
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
入
学
予
定
の
お
子
様

の
新
入
学
学
用
品
費
（
ラ
ン
ド
セ
ル

や
制
服
な
ど
入
学
に
必
要
な
学
用
品

を
購
入
す
る
費
用
）
を
一
部
援
助
す

る
入
学
前
支
給
の
申
請
受
付
が
始
ま

り
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
方
は
申

請
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
小
学
校
入
学
予
定
者
】

受
付
開
始
日　
12
月
２
日
㈪

※
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け
る
に

は
、
家
庭
の
収
入
要
件
な
ど
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

【
中
学
校
入
学
予
定
者
】

　
す
で
に
就
学
援
助
の
認
定
を
受
け

て
い
る
場
合
、
手
続
き
は
不
要
で
、

２
月
に
支
給
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
や
認
定
に
つ
い
て
の
詳
し

い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
教
委
教
育
総
務
課
学
校

教
育
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
４
１
４
・
２
４
１
５

姉
妹
都
市
黒
部
市
文
化
作
品

交
流
展
を
開
催
し
ま
す

　
根
室
市
と
姉
妹
都
市
・
富
山
県
黒

部
市
と
の
間
で
、
文
化
作
品
を
相
互

に
展
示
し
、
相
互
理
解
と
友
好
親
善

を
図
る
交
流
展
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
20
日
㈬
～
24
日
㈰
９
時
～

19
時

場　
総
合
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

展
示
作
品　
水
墨
画
・
絵
画
・
書
道
・

写
真
・
陶
芸

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

浜
の
母
ち
ゃ
ん
直
伝
！
根
室

お
さ
か
な
漬
物
教
室
の
受
講

生
を
募
集

　
ね
む
ろ
水
産
物
普
及
推
進
協
議
会

（
ま
る
ご
と
根
室
）
で
は
、
根
室
の

お
さ
か
な
を
使
っ
た
漬
物
教
室
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
・
講
師
・
メ
ニ
ュ
ー　

11
月
15
日
㈮
18
時
～
・
歯
舞
漁
協
・

秋
鮭
の
飯
寿
司
／
11
月
20
日
㈬
10
時

～
・
根
室
湾
中
部
漁
協
・
さ
ん
ま
の

飯
寿
司
／
11
月
27
日
㈬
10
時
～
・
根

室
漁
協
・
ま
す
の
は
さ
み
漬
け
／
11

月
28
日
㈭
10
時
～
・
落
石
漁
協
・
こ

ま
い
の
切
漬
け

場　
総
合
文
化
会
館
実
習
室

対　
ど
な
た
で
も

定　
各
20
名
（
定
員
締
切
）

料　
５
０
０
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申
込
締
切　
各
教
室
の
開
催
一
週
間

前
ま
で

※
日
時
・
メ
ニ
ュ
ー
は
予
定
の
た
め

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問　
市
水
産
振
興
課
水
産
振
興

担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内
線　
２
２
６
２
・
２
２
６
９

風
蓮
湖
・
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

観
察
会
を
開
催
し
ま
す

　
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
カ
モ
類
が
集

ま
る
道
の
駅
ス
ワ
ン
44
ね
む
ろ
（
白

鳥
台
セ
ン
タ
ー
）
で
鳥
た
ち
の
生
活

を
観
察
し
ま
す
。

日　
11
月
17
日
㈰
10
時
～
正
午
（
荒

天
時
は
室
内
開
催
）

集
合
場
所　
道
の
駅
ス
ワ
ン
44
ね
む
ろ

対　
小
学
生
～
大
人
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）

定　
20
名
（
定
員
締
切
）

料　
１
０
０
円
（
保
険
料
と
し
て
）

持
ち
物　
野
外
で
観
察
で
き
る
暖
か

い
服
装
、
筆
記
用
具
、
お
持
ち
の
方

は
双
眼
鏡

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
直
接
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
11
月
14
日
㈭

申
・
問　
春
国
岱
原
生
野
鳥
公
園
ネ

イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
５
）
３
０
４
７
番

温
水
プ
ー
ル
の
利
用
に
つ
い
て

　
12
月
10
日
㈫
よ
り
﹁
ろ
過
装
置
更

新
工
事
﹂
の
た
め
プ
ー
ル
室
の
利
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
研
修

室
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
通
常
通
り

利
用
で
き
ま
す
。

期
間　
12
月
10
日
㈫
～
28
日
㈯

※
12
月
29
日
㈰
～
１
月
３
日
㈮
ま
で

は
年
末
年
始
休
館
と
な
り
ま
す
。

問　
市
温
水
プ
ー
ル

☎
（
２
２
）
３
５
４
３
番

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

根室市情報公開・
個人情報保護制度
　市は公文書の公開を定めた情報公開条例と、個人情報の適正な取
扱いや自己情報の開示等を定めた個人情報保護条例により、一層公
正で開かれた市政の推進と、適正な市政の運営に努めています。

日　時：1 1 月 1 日㈮～ 2 9 日㈮　8 時 5 0 分～ 1 7 時 2 0 分
場　所：市役所３階情報管理課
告示月日：1 1 月 1 日㈮

平成 30 年度

２４件外部提供（個人情報保護制度）

問合先　市情報管理課情報管理担当 ☎（2 3）6 1 1 1 番　内線 2 3 4 0

運用状況の閲覧

公開または開示請求

運用状況の公表

区　分
請求

件数

公開または開示請求に対する内容
不服審査

請求件数全部公開
全部開示

一部公開
一部開示

非公開
非開示

文　書
不存在

情報公開制度 11 1 4 1 5 1

個人情報保護制度 0 0 0 0 0 0
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パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う
を
開
催
し

ま
す

　
お
父
さ
ん
と
お
子
さ
ん
が
一
緒
に

遊
ぶ
場
と
し
て﹁
パ
パ
と
あ
そ
ぼ
う
﹂

を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日　
11
月
10
日
㈰
10
時
～
11
時
30
分

場　
つ
ど
い
の
広
場
ク
ル
ク
ル

対　
１
歳
～
３
歳
の
子
ど
も
と
そ
の

父
親
（
母
親
の
同
伴
可
）

定　
８
組

申
込
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
７
日
㈭

申
・
問　
市
子
育
て
相
談
所

☎
（
２
４
）
３
４
８
２
番

令
和
元
年
度
第
17
回
根
室
管

内
「
総
合
芸
術
展
」
を
開
催

し
ま
す

　
根
室
管
内
の
多
彩
な
作
品（
絵
画・

書
道
・
彫
刻
・
写
真
・
陶
芸
）
を
一

堂
に
集
め
て
展
示
す
る
総
合
芸
術
展

を
開
催
し
ま
す
。

日　

11
月
29
日
㈮
～
12
月
１
日
㈰　

９
時
～
19
時　

場　
総
合
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し

ま
す

　
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
源
泉
徴
収
義
務
者
の
ご
出
席

を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
12
月
３
日
㈫
１
回
目
10
時
～
12

時
30
分
／
２
回
目
14
時
～
16
時
30
分

場　
総
合
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

※
当
日
は
事
前
に
送
付
し
て
い
る

﹁
年
末
調
整
関
係
書
類
﹂
を
忘
れ
ず

に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問　
根
室
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
（
２
３
）
３
２
６
１
番

市
税
務
課
課
税
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
５
２
・
２
１
５
３

歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金
を

助
成
し
ま
す

　
12
月
１
日
か
ら
始
ま
る
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
を
活
用
し
、
根
室
市
に

在
住
で
生
活
に
困
窮
す
る
低
所
得
者

世
帯
（
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）
に

対
し
て
、
義
援
金
を
助
成
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
に
世
帯
全
員
の

収
入
が
確
認
で
き
る
も
の
を
添
え

て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
各

地
区
の
民
生
委
員
ま
で
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

申
請
書
設
置
場
所　
市
社
会
福
祉
協

議
会
、
市
社
会
福
祉
課
社
会
援
護
担

当
（
市
役
所
20
番
窓
口
）、
各
地
区

の
民
生
委
員
宅

※
手
続
き
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
11
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

申
・
問　
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
２
４
）
０
３
８
１
番

根
室
調
停
協
会
主
催
「
調
停

手
続
相
談
」
を
実
施
し
ま
す

　
サ
ラ
金
、交
通
事
故
、土
地
建
物
、

遺
産
相
続
、
離
婚
、
家
庭
内
の
問
題

な
ど
を
解
決
す
る
代
表
的
な
方
法
で

あ
る
﹁
調
停
﹂
の
利
用
に
関
し
て
の

相
談
を
受
け
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈯
13
時
～
19
時

場　
総
合
文
化
会
館
婦
人
活
動
室

相
談
員　
民
事
・
家
事
調
停
委
員

料　
無
料

問　
根
室
簡
易
裁
判
所
内
﹁
根
室
調

停
協
会
﹂
事
務
局

☎
（
２
４
）
１
６
１
７
番

道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門
学

院
訓
練
生
を
募
集

　
釧
路
高
等
技
術
専
門
学
院
で
は
令

和
２
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
２
年
制
の
訓
練
で
確
か
な
技
能

習
得
と
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

募
集
科
目
（
定
員
）　
電
気
工
学
科

（
20
名
）、
建
築
技
術
科
（
10
名
）、

自
動
車
整
備
科
（
20
名
）

入
校
日　
令
和
２
年
４
月

試
験
日　
︻
推
薦
︼11
月
25
日
㈪︻
一

般
︼
12
月
16
日
㈪

※
推
薦
選
考
に
つ
い
て
は
﹁
学
校
長

推
薦
﹂
と
﹁
自
己
推
薦
﹂
の
区
分
で

実
施
し
ま
す
。

選
考
試
験　
︻
推
薦
︼
面
接
︻
一
般
︼

国
語
、
数
学
、
面
接

場　
道
立
釧
路
高
等
技
術
専
門
学
院

出
願
受
付
期
間　
︻
推
薦
︼
11
月
１

日
㈮
～
20
日
㈬
必
着
︻
一
般
︼
11
月

21
日
㈭
～
12
月
10
日
㈫
必
着

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問　
釧
路
高
等
技
術
専
門
学
院

☎　
０
１
５
４
（
５
７
）
８
０
１
１
番

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

　11 月 1 日から根室市ご当地ナンバープレートの交付を開始し

ます。対象車種の登録の際に従来のナンバープレートと選択で

きるほか、すでに登録済みの車両についても希望することで１

回に限り無料で交換ができます。

▶対象車両　原動機付自転車、小型特殊自動車、ミニカー
　　　　　　※普通（軽）自動車は対象外

▶交付手続　印鑑を持って市税務課課税担当までお越しくだ
さい。すでに登録済みの場合は、使用中のナンバー
プレートも一緒にお持ちください。

▶注意事項　

①ナンバープレートの番号を希望
することはできません。

②ナンバープレートの変更に伴う
自賠責保険の変更手続きなどに
ついては、加入されている保険
会社にお問い合わせください。

▶問合先　市税務課課税担当　☎（23）6111 番 内線 2152

１１月１日より、北方領土返還要求運動をモチーフとした

   ご当地ナンバープレート の

　　　　　　      　　  交付がスタートします。

ミニカー　（水色）　①

1

自 賠 責

▲ご当地ナンバープレート
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国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校
訓
練
生
を
募
集

　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
の

令
和
２
年
度
訓
練
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

募
集
科
目　
建
築
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
機
械
科
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
総
合
実
務
科

願
書
受
付
締
切　
11
月
20
日
㈬

選
考
日　
12
月
２
日
㈪

※
各
科
目
の
訓
練
期
間
、
定
員
、
応

募
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校

☎　
０
１
２
５
（
５
２
）
２
７
７
４
番

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ね
む
ろ

☎
（
２
３
）
２
１
６
１
番

「
自
衛
官
候
補
生
」「
陸
上
自

衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
」

を
募
集

	　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
お

よ
び
高
等
工
科
学
校
生
徒
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
種
目
、
対
象
、
試
験
日
お
よ
び

試
験
会
場

●
自
衛
官
候
補
生

33
歳
未
満
の
男
性
・
女
性
／
11
月
23

日
㈯
／
釧
路
駐
屯
地

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
性
／
令
和

２
年
１
月
18
日
㈯
／
根
室
分
屯
基
地

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員

　
受
付
期
間
、
応
募
資
格
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

自
衛
官
候
補
生
に
つ
い
て
は
年
間
募

集
し
て
い
ま
す
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

「
道
営
住
宅
入
居
者
」
を
募
集

世
帯
向
け
一
般
住
宅　
花
咲
団
地
２

号
棟
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
１
戸
３
０
５
号

子
育
て
支
援
住
宅　

で
あ
え
～
る

明
治
団
地
１
号
棟
（
小
学
校
就
学

前
の
子
が
い
る
こ
と
・
入
居
制
限

付
き
）
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸
２
０
２
号

３
０
１
号

家
賃　
２
１
︐
７
０
０
円
～
７
６
︐

７
０
０
円
（
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ

て
変
動
し
ま
す
）

募
集
案
内
配
布　
11
月
５
日
㈫
～
15

日
㈮
（
土
・
日
除
く
）

入
居
申
込
受
付　
11
月
11
日
㈪
～
15

日
㈮

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み

は
11
日
９
時
～
15
日
17
時
ま
で
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

抽
選
日　
11
月
26
日
㈫
（
予
定
）

入
居
可
能
日　
12
月
下
旬
（
予
定
）

※
１
人
世
帯
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
年
度
内
の
入
居
補
欠
者
の
決
定
は

行
い
ま
せ
ん
。
空
き
家
が
発
生
し
た

場
合
は
、
改
め
て
募
集
し
ま
す
。

※
入
居
予
定
者
の
い
ず
れ
か
が
道
営

住
宅
に
係
わ
る
未
納
の
家
賃
、
駐
車

場
使
用
料
お
よ
び
損
害
賠
償
金
な
ど

が
あ
る
場
合
や
暴
力
団
員
で
あ
る
場

合
は
入
居
を
認
め
ま
せ
ん
。

申
・
問　
道
営
住
宅
（
根
室
市
）
指

定
管
理
者　
渡
辺
建
設
工
業
㈱
惣
万

☎
（
２
３
）
５
２
９
１
番

℡（２４）０１１９番 災害発生・被害の恐れのある場合や、普段の生活で不安に思うことなどの相談を
24時間受け付けます。

消防・災害相談ダイヤル

防災編 問 市総務課総務・防災担当
☎（23）6111 番　内線 2222

11月5日は「 津波防災の日」「 世界津波の日」 です

詳しい募集内容などについては、ホームページをご確認ください。
問合先：市総務課職員担当　☎（２３）６１１１番　内線２２２５

第Ⅲ期
 根室市職員採用試験を実施します

日 程・会 場　　令和元年１２月

１６日㈪東京会場

１４日㈯根室会場
１５日㈰札幌会場

募 集 職 種   土木技師、建築技師、水産技師
保健師、介護支援専門員

　　　月 5 日は「津波防災の日」「世界津波の日」です。

　嘉永7年（1854年）11月5日の安政南海地震（マグニチュー

ド 8.4）で和歌山県を津波が襲った際に、稲に火を付けて、

暗闇の中で逃げ遅れていた人たちを高台に避難させて命を

救った「稲むらの火」の逸話にちなんだ日です。

 　津波発生時には、すぐに高台などに避難することが重要

です。

　地震の強い揺れや、弱くても長い揺れがあった場合は、

津波の発生を考え、津波警報などの情報

を待たずに、自ら率先してすぐに高い場

所へ避難しましょう。

　また、この日を機会に、地震津波が発

生した時の行動を「根室市津波ハザード

マップ」などで、今一度確認しましょう。

　2011 年の東日本大震災で「釜石の奇跡」と呼ばれる事例
では、「津波が来たら各自てんでばらばらに高台へ逃げろ」
を意味する『津波てんでんこ』を標語に防災訓練を受けて
いた岩手県釜石市内の小中学生らのうち、当日学校に登校
していた生徒全員が生存し、話題となりました。
　小中学生らは、地震の直後から教師の指示を待たずに避
難を開始し、「津波が来るぞ、逃げるぞ」と周囲に知らせな
がら、保育園児のベビーカーを押し、高齢者の手を引いて
高台に向かって走り続け、その結果、全員が無事に避難す
ることができました。

津波てんでんこ
～津波が来たら各自が全力で高台に逃げる～

11
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

根
室
に
電
気
の
明
か
り
が
灯
っ
た
の
は
明
治
44
年
11
月

３
日
の
こ
と
。電
気
供
給
を
始
め
た
の
は
秋
田
県
能の

し
ろ代

市

（
当
時
は
能の

し
ろ
み
な
と
ま
ち

代
港
町
）に
本
社
を
置
く
秋
田
木
材
株
式
会
社
。

　

同
社
は
豊
富
な
森
林
を
擁
す
る
当
時
の
和
田
村
・
川
口

地
区
に
着
目
し
、明
治
40
年
に
所
有
者
の
旧
水
戸
藩
主
徳

川
侯
爵
家
か
ら
こ
の
地
を
買
収
。付
近
の
樹
木
を
切
り
出

し
て
製
材
に
す
る
事
業
を
始
め
た
。

　

大
量
に
出
る
端
材
は
木
炭
の
原
料
と
し
て
利
用
さ
れ

た
。こ
の
た
め
、川
口
地
区
は
秋
田
木
材
の
社
員
や
炭
焼

き
職
人
な
ど
百
戸
内
外
の
家
や
商
店
が
軒
を
並
べ
て
大

い
に
賑
わ
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

や
が
て
同
社
は
、端
材
を
燃
料
と
す
る
火
力
発
電
所
を

根
室
町
（
当
時
）ハ
ッ
タ
リ
地
区
に
開
設
。す
ぐ
横
に
流

れ
る
ハ
ッ
タ
リ
川
の
水
を
沸
か
し
た
蒸
気
で
タ
ー
ビ
ン

を
回
し
た
の
だ
。

　

大
正
８
年
当
時
、根
室
町
内
の
約
千
軒
が
10
～
16

燭し
ょ
っ
こ
う

光
の
契
約
を
し
て
い
た
が
、16
燭
光
で
も
今
の
白
熱
灯

の
20
ワ
ッ
ト
程
度
の
明
る
さ
し
か
な
か
っ
た
そ
う
だ
。そ

れ
で
も
、そ
れ
ま
で
の
ラ
ン
プ
の
灯
り
と
は
比
較
に
な
ら

な
い
ほ
ど
の
明
る
さ
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

こ
の
発
電
所
は
昭
和
７
年
に
根
室
町
が
買
収
し
て
電

気
局
と
し
て
運
営
し
て
い
た
が
、戦
後
に
な
っ
て
北
海
道

電
力
に
引
き
継
が
れ
た
。

　

ち
な
み
に
発
電
所
が
あ
っ
た
場
所
は
国
道
44
号
線
と

ハ
ッ
タ
リ
川
の
交
差
す
る
辺
り
か
ら
北
に
わ
ず
か
２
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、今
も
レ
ン
ガ
造
り
の

建
物
が
ほ
ぼ
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
。根
室
の
文
明
開

化
時
代
を
偲し

の
ば
せ
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
と
い
え
る
。

文
明
の
灯
は
秋
田
か
ら

学芸員
猪熊　樹人

弁
天
島
で
出
土
し
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
の
金
属
製
品

　

平
成
29
年
２
月
に
根
室
市
内
で
考

古
学
、
民
族
学
、
古
地
図
研
究
を
さ

れ
て
こ
ら
れ
た
北き

た
か
ま
え
や
す
お

構
保
男
氏
か
ら
、

こ
れ
ま
で
発
掘
な
ど
で
収
集
さ
れ
た

考
古
資
料
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

た
。
寄
贈
資
料
は
根
室
市
内
で
発
掘

さ
れ
た
６
～
９
世
紀
を
中
心
と
す
る

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
資
料
が
多
く
を

占
め
て
い
ま
す
。
資
料
的
価
値
の
高

い
も
の
が
多
い
た
め
学
芸
員
日
誌
の

コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
で
は
金
属
製

品
が
交
易
で
流
通
し
て
お
り
、
そ
の

種
類
は
日
常
生
活
に
必
要
な
ナ
イ
フ

や
斧
な
ど
を
は
じ
め
様
々
で
す
。
写

真
１
は
弁
天
島
で
出
土
し
た
小し

ょ
う
た
く鐸と

よ
ば
れ
る
資
料
で
、
高
さ
4.7
㎝
の
青

銅
製
で
ベ
ル
の
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。
小
鐸
の
内
部
に
は
、
動
物
犬

歯
の
端
部
に
穴
を
あ
け
た
も
の
が

２
点
入
っ
た
状
態
で
出
土
し
て
い

ま
す
。
こ
の
穴
の
あ
い
た
犬
歯
に
紐

を
通
し
小
鐸
の
内
部
に
つ
る
す
こ
と

で
、
音
を
鳴
ら
す
「
舌ぜ

つ

」
の
役
割
を

果
た
し
た
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
鐸
は
北
海
道
内
で
も
数
例
し
か
見

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
動
物
の
歯
を

「
舌
」
に
使
っ
て
い
る
事
例
は
こ
こ

で
紹
介
し
た
資
料
以
外
に
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
写
真
２
は
帯
金
具
の
一
種
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
帯
金
具
は
帯

の
装
飾
に
使
わ
れ
た
も
の
で
す
が
、

写
真
右
の
二
つ
の
部
品
か
ら
な
る
製

品
に
つ
い
て
は
道
内
で
例
が
見
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
ロ
シ
ア
の
事
例
も
含

め
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

小
鐸
も
帯
金
具
も
大
陸
や
本
州
地

方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
金
属
製
品
で

あ
り
、
根
室
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
人
が
広

い
交
易
網
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
道
具
は
宝

物
や
ブ
ラ
ン
ド
品
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（写真 1）弁天島で出土した小鐸
　　　　 と舌（手前）

（写真 2）帯金具

問 市歴史と自然の資料館　☎（25）3661 番
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子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
11月22日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
11月14日㈭、12月12日㈭
14時～17時
会　総合文化会館第一講座室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）

●行政相談【要予約】
11月6日㈬・20日㈬
13時～15時30分
会　市役所地下和室
問　総務省行政相談委員
☎ 伊藤（24）5656番・伊澤（27）2288番
●釧路年金事務所相談【要予約】
11月26日㈫13時～17時
11月27日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（61）6000番
●お酒でお悩みの方相談
11月15日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 10時～16時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
11月7日㈭・21日㈭
11時～14時30分
会　総合文化会館第三講座室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
11月6日㈬、12月4日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番

各種相談窓口

検診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード
行政 pt 対象事業です。

市役所の健診・健康相談・離乳食教室　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 11月6日㈬、12月4日㈬ 13時30分～14時 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 11月12日㈫、12月3日㈫ 13時30分～14時 会場：図書館２階 集会室

ファーストバースデイ
すくすく健康相談 11月13日㈬、12月11日㈬ 13時15分～13時30分 会場：児童デイサービスセンター

１歳６カ月児健診 11月14日㈭、12月12日㈭ 12時～12時30分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 11月7日㈭、12月5日㈭ 12時～12時30分 会場：11月児童デイサービスセンター

　　 12月総合文化会館

離乳食教室 11月8日㈮、12月13日㈮ 13時30分～14時 会場：総合文化会館 実習室

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
土曜日

9時～17時
9時～11時30分

電話または直接、子育ての不安や悩
みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：平成31年４月１日まで
に満１歳になられているお子さん

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所

一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨルーム 
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週火曜日 9時40分～11時30分 会場：まつもと保育所２階 ぶらんこ

遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。【要予約】
ピヨピヨルーム・ふれあいルームは
随時参加者を募集しています。

ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子

毎週木曜日 9時40分～11時30分
11月28日㈭ 10時50分から
管理栄養士によるミニ講座 「感染症予防について」

移動ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子 11月20日㈬ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場「クルクル」
０～３歳までの親子 月曜日～金曜日  10時～15時

 ※12時～13時は閉館

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相
談も受け付けています。
※初めて利用される方は登録が必
要です。

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

11月13日㈬、12月11日㈬ 10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。
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病院ガイド
市立根室病院  ☎（24）3201 番

受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）11月 8 日㈮・12 日㈫ ※要予約
心臓血管外来　11月19 日㈫
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～10:00 ○ ○ ○ 専門外来 ○

膝・リウマチ外来　11月7 日㈭・21日㈭
肩関節外来　11月14 日㈭・28 日㈭
※外来休診日　11月15 日㈮・29 日㈮
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科

 8:30 ～11:00 ○ ○ 休診 ○ ○

泌尿器科

 8:30 ～11:00 ○

13:30 ～15:00 ○

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科

 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

脳神経外科 ★入院治療については取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

　　

8
0
2
0
運
動
と
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も

20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い
う
運
動

の
こ
と
で
す
。
20
本
以
上
の
歯
が
あ
れ
ば
、
食

生
活
に
ほ
ぼ
満
足
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
自
分
の
歯
で
よ
く
噛
む
こ
と
が
で
き
る
と
、

健
康
に
つ
な
が
り
、
生
活
の
質
が
高
ま
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
歯
の
健
康
は
全
身
の
健
康
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

根
室
市
で
は
、
歯
肉
炎
・
歯
周
疾
患
で
の
受

診
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
特
に
40
代
以
降
か
ら

50
代
前
半
の
方
の
受
診
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。

　

歯
を
失
う
原
因
の
多
く
は
、
虫
歯
と
歯
周
病

で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ
続
け
る
た
め
の

元
気
な
歯
は
日
々
の
手
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
規

則
正
し
い
生
活
習
慣
、
定
期
的
な
歯
科
受
診
が

大
切
で
す
。
自
分
の
歯
で
噛
む

力
を
維
持
し
て
い
る
と
栄
養
の

吸
収
が
良
く
な
る
だ
け
で
な
く
、

脳
が
活
性
化
し
、
体
力
も
高
ま

り
ま
す
。
か
ら
だ
に
活
力
が
あ

ふ
れ
、
気
持
ち
が
元
気
に
な
り
、

生
活
に
積
極
性
が
で
て
、
表
情

も
豊
か
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
、
豊
か
に
暮
ら
す
た
め

に
は
乳
幼
児
期
か
ら
健
康
な
歯
を
育
て
る
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○ 〇 ○ ○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○
（偶数週のみ）

○
（偶数週のみ）

○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
（毎月第 1 週）

小
児
科
予
防
接
種
等

７歳未満 ○
13:30~14:00

○
13:30~14:00

７歳以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
13:30~14:00

慢性疾患 ○
14:00~15:30

○
14:00~15:30

★７歳未満のＢＣＧ、ロタワクチン、二種混合ワクチン、Ｂ型肝炎は要
予約で、それ以外の予防接種は予約不要です。

★７歳以上の予防接種は事前にお問い合わせください。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、午後からとなります。
※夜間救急外来は現在休診しています。平日の時間内受診にご協力くだ

さい。

日曜当番

　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

11月10日 道東勤医協ねむろ医院
☎（22）2563番 11月17日 岡田医院

☎（24）2651番

12月8日 根室共立病院
☎（24）4736番

※11月3日、24日、12月1日の日
曜当番はお休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル
・
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

保
健
師　
　

長
谷
川　

成
美

問  

市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

　

  

℡
（
２
３
）6
1
1
1
番
（
内
線
2
1
1
8
）

保健
だより
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根室市の人口
令和元年10月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,603世帯（ －31）
総人口： 25,552 人（－52）
男　性： 12,185 人（－23）
女　性： 13,367 人（－29）

※外国人を含む
転入： 45 人 出生： 8 人

転出： 73 人 死亡： 33 人

その他の増減：＋1 人

……… 編集後記 ………　
今
月
は
特
集
で
地
域
内
経
済

循
環
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
市

内
で
お
金
を
回
す
こ
と
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
自

分
も
ね
む
ろ
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

を
作
り
、
で
き
る
だ
け
市
内
で

買
い
物
を
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
地
域
内
経
済
活

動
を
意
識
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
（
T
）

がんばる人みっけ!!

畑仕事が長生きの秘訣

の
動
静
や
来
客
を
報
告
す
る
こ
と

が
お
も
で
、
訓
練
や
勉
強
に
明
け

暮
れ
る
日
々
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

「
日
本
の
端
か
ら
皇
宮
と
い
う
全
く

別
の
世
界
に
飛
び
込
み
、
生
活
や

言
葉
づ
か
い
の
違
い
に
と
て
も
苦

労
し
た
が
、
無
事
に
務
め
あ
げ
ら

れ
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
る
」
と
長
山
さ
ん
は
、
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

兵
役
を
終
え
た
後
は
、
家
業
を

引
き
継
ぎ
70
歳
ま
で
酪
農
業
に
従

事
。
現
在
は
引
退
し
ま
し
た
が
、

自
宅
の
畑
と
庭
の
手
入
れ
は
毎
日

欠
か
さ
な
い
そ
う
で
す
。
野
菜
や

花
を
育
て
る
た
め
に
暇
な
く
体
を

動
か
す
の
が
長
生
き
の
秘
訣
と
語

る
長
山
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
変
わ

ら
ず
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

長
山
誠
一
さ
ん
は
大
正
８
年
生
ま

れ
。今
年
で
１
０
０
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

歯
舞
村
の
出
身
で
、
子
ど
も
の

頃
は
学
校
に
通
い
な
が
ら
家
業
の

酪
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。
当
時
は
靴
が
一
般

に
は
広
ま
っ
て
お
ら
ず
、
手
先
が

器
用
だ
っ
た
長
山
さ
ん
は
、
家
族

や
友
人
た
ち
に
よ
く
草ぞ

う
り履

を
編
ん

で
あ
げ
て
い
た
そ
う
で
す
。
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　11月5日より、申請することで住民票やマイナンバーカー
ドなどに旧姓（旧氏）を併記できるようになります。また、
印鑑登録についても旧姓の印鑑を選択して登録することが
可能になります。
　本制度の利用を希望される方は、市役所１番窓口戸籍住
民担当までお越しください。

申請・問合先　市市民環境課戸籍住民担当
　　　　　　　☎（23）6111 番　内線 2120

旧姓を併記できる制度が
　　　　　　　　始まります

11月 9 日は　　「119番の日」
緊急の場合はあわててしまいがちですが、緊急時こそ

落ち着いてしっかりと場所や内容を通報してください！!

根室市消防本部　☎（24）3164 番

令和二年根室市

人生に一度きりの節目を

級友たちと一緒にお祝いしませんか？
　消費税率の引き上げが消費に与える影響を緩和するため、令和元年
度の住民税が課税されていない方、３歳未満のお子様がいる世帯の世
帯主の方を対象に「根室市プレミアム付商品券」を発行しています。

　住民税非課税者で購入対象となる可能性のある方には「購入引換
券交付申請書」をすでに送付しています。まだ申請が済んでいない方は、
１１月３０日㈯までに申請書を提出してください。

申請方法
　①返信用封筒による申請書の郵送
　　※１１月３０日当日消印有効
　②市商工観光課（２階）窓口へ直接申請
　　※窓口で提出する場合、１１月２９日㈮までにお越しください。

問合先　市商工観光課商工労政担当
  　　　　☎（２３）６１１１番　内線２２７１・２２７２

プレミアム付商品券
購入引換券の申請受付中

成人式

総合文化会館大ホールほか

12 月 1 日時点で市内に住民登録がある対象者へ、
市教委から案内状を送付します。（12 月上旬）

問合先　市教委社会教育課　 Tel. (24) 3180 番

進学・就職などで市外に住民票を移している方は、
令和元年 11 月 20 日㈬までに市教委社会教育課へご連絡ください。

1/12 日  13:00

１１
30

まで


